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１．研究生発表

1 本多まりえ：『ホフマンの悲劇』とエセックス伯の失脚

本発表ではシェイクスピアと同時代の劇作家、ヘンリー・チェトル（Henry Chettle, c.1560-c.1607）の『ホフマンの悲劇』（The Tragedy of Hoffman, c.1602）における「失脚」という問題を当時の社会状況、とりわけ１６０１年に生じたエセックス伯の反乱と絡めながら考察し、この作品の隠された重要性を明らかにしたい。この作品はこれまで批評家たちに軽視されてきたが、単なる復讐悲劇に留まらず、貧困・海賊・王位継承など当時の社会問題を反映した劇でもある。「失脚」について考察することで、このような側面が垣間見られると同時に、劇作品と社会状況との関係を探る際の端緒となるであろう。
2 村井華代：演劇性研究の現在と反演劇性研究の可能性
この発表では、<１：近年の演劇性研究の展望>と、１における議論の一部から発展する<２：反演劇的思考の存在論的議論の可能性>を論じる。
　数年来論じられている「演劇性」は、"演劇の演劇たる基盤"自体を揺るがした19世紀末からの演劇史の流れを総括するもの、そして演劇をモデル化した世界、もしくは世界像の知覚モデルとして記述する「世界劇場」的見地をゆるやかに結びつけるものである。ここに、我々は新たに、"演劇の演劇たる基盤"を批判する思考が、「世界劇場」と（殊にキリスト教的存在論を通じて）いかに結びつくかという反転した視点を導入することができるだろう。いかなる形での議論が可能か、身体・記号・表象・言語をキーワードに考えてゆきたい。

③　袴田麻祐子：「日本のレビュー文化　──西洋志向と近代化の観点から」 
「レビュー」とはもともとパリのミュージック・ホールで行われていた特定のジャンルを指す言葉である。しかし昭和初期、「パリ」の象徴として日本に移植 された後、この語は次第に意味を変えていく。レビューブームの火付け役とも牽引者ともいえる宝塚少女歌劇は、「レビュー」という名を冠しながら、劇作と いう観点からは物語性をもったオペレッタに、演出という観点からはアリアで見せ場をつくるグランドオペラに近い、新しい演劇形態をプロデュースしていった。宝塚風の「レビュー」は、同時期に活動していた松竹少女歌劇や、榎本健一・二村定一などの浅草レビューにも流用されていく。ただし本研究はこうした  日本のレビューの形態を論じるものではない。「進んだ西洋文化」のイメージと強く結びついた「レビュー」を歓迎した人々の間にみられる、西洋志向や近代 化への意識を検証し、大きな視点で日本人の文化観の変化を捉える試みである。
２．博士論文執筆報告

福中冬子：Wolfgang Rihm: Interpretive Examination of his Creative Sources

(Ph. D. in Musicology, New York University, Graduate School of Arts and Science, 2003)

当博士論文は、ポスト・シュトックハウゼン世代のドイツ音楽を代表する作曲家ウォルフガング・リーム（b. 1952）の作曲論を７章にわたって論じたものである。2003年ニューヨーク大学に提出されたが、今回の発表ではその概要とともに現在の米国の総合大学において博士論文執筆がどのように行われるかにについても軽く触れてみたい。一般に米国の大学院での実技以外でのPh. D. 音楽専攻というと作曲・理論（Composition and Theory）、音楽学（Musicology）、民族音楽学（Ethnomusicology）の３つに分けられる。そのうち音楽学においては、ある時代の枠組みにおける作曲・演奏制度に焦点を絞ったもの（institutional）、過去に研究されたことのない作曲家を論じたもの（historical）、一人または複数の作曲家を通して音楽上の問題を考察するもの（conceptual）、スケッチや手稿譜などの資料研究（sketch studies）などちょっと挙げただけでも様々な枠組み、アプローチを通しての論文執筆が可能である。私の場合はリームに関する英語の研究がゼロだったこともあり、他の現代作曲家との比較を意識した上でのリーム独自の音楽観についての考察が求められ、7つの章は従ってリームの音楽を読む上でのかぎとなるトピックをスタート地点とするissue orientedな構成とした。その中で中心的なのが、彼独自のMusiktheater論から出発した「オペラ」作品の分析で、作品中使用されたミュラーやアルトーなどのテクストの解読など楽譜以外の考察も重要な要素となっている。
